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後
援
会
討
議
資
料 

今 回 で 私 自 身 の 発 行 は 4 2 回 目 に な り ま し た 。 ご 意 見 ・ ご 要 望 が あ り ま し た ら 、 お 聞 か せ く だ さ い 

●
６
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、
町
長

就
任
後
の
、
施
政
方
針
、
執
行
方
針
が

示
さ
れ
、
と
も
な
う
、
政
策
予
算
の
追

加
さ
れ
、
総
額
１
１
３
億
円
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。 

主
な
も
の
で
次
の
通
り
で
す
。 

 
 
 
 

 
百
万
円
以
上
の
み
紹
介 

○
地
域
自
治
の
振
興 

 

・
学
校
跡
地
の
活
用
検
討 

 
 

和
泉
稲
里
小
学
校 

６
０
０
万
円 

 

・
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り 

 
 

田
ん
ぼ
Ｄ
Ｅ
ミ
ュ
ー
２
０
０
万
円 

 

・
交
流
人
口
拡
大
推
進 

 
 

観
光
協
会
支
援
拡
充
２
９
０
万
円 

 
 

ほ
べ
つ
キ
ャ
ン
プ
場
整
備 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

３
９
０
０
万
円 

○
計
画
的
行
財
政
の
推
進 

 

・
総
合
計
画
の
策
定 

４
０
０
万
円 

 

・
稲
里
郵
便
局
移
転(

は
く
あ
内)

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

６
８
１
万
円 

○
健
康
づ
く
り
と
医
療
の
充
実 

 

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

１
１
７
万
円 

 

・
厚
生
病
院
改
築
・
実
施
設
計
費 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

４
９
０
０
万
円 

・
診
療
所
医
師
等
確
保
対
策 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

８
１
０
万
円 

○
福
祉
の
推
進 

 

・
ア
イ
ヌ
住
宅
改
良
促
進
事
業 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

１
３
８
８
万
円 

 

・
生
活
館
の
改
善 

 
 

汐
見
・
稲
里
・
仁
和
４
９
５
万
円 

○
環
境
保
全 

・
産
業
会
館
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
導
入 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

２
７
３
０
万
円 

■
今
期
、
当
選
後
、
皆
さ
ん
よ
り
多
く

の
ご
意
見
、
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
確
認
の
意
味
も
含
め
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

・
診
療
所
の
病
床
再
開
の
早
期
実
現 

・
診
療
所
の
対
応
に
苦
情
要
望 

・
豊
田
地
区
バ
ス
運
行
に
関
す
る
要
望 

・
道
道
の
管
理
に
関
す
る
要
望 

・
町
不
要
資
産
の
売
却
に
つ
い
て 

・
和
泉
地
区
信
号
の
撤
去
に
つ
い
て 

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

・
介
護
支
援
に
つ
い
て
の
要
望 

 

全
て
着
手
し
、
一
定
の
結
論
を
だ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、

現
在
進
行
中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

身
近
な
問
題
解
決
も
、
私
の
仕
事
と
し

て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 

■
議
員
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
使
わ
れ
て

こ
そ
本
望
！
一
票
の
有
無
に
は
全
く
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
全
体
の
奉
仕
者
で

す
。
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
願
い
ま

す
。 

  ブログ 

野田省一奮闘記 

・
四
季
の
館
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
０
０
０
万
円 

・
公
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
１
７
万
円 

○
社
会
生
活
基
盤
の
整
備 

・
鵡
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
両 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
０
０
万
円 

・
穂
別
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
４
０
万
円 

・
鵡
川
地
区
地
デ
ジ
共
同
受
診
整
備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
１
８
７
万
円 

・
町
道
の
整
備 

 
 
 
 
 
 
 

１
億
６
４
０
０
万
円 

・
上
下
水
道
の
整
備 

 
 
 
 

鵡
川
地
区 

３
６
７
０
万
円 

 
 
 
 

穂
別
地
区 

７
９
０
０
万
円 

○
安
心
安
全 

・
胆
振
東
部
消
防
組
合
負
担
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
２
６
万
円 

・
治
山
事
業 

 
 

宮
田
の
沢
賞
希
望
治
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
０
６
９
万
円 

○
子
育
て
支
援 

・
母
子
セ
ン
タ
ー
移
設
１
１
０
０
万
円 

・
ひ
か
り
児
童
間
移
設
１
８
０
０
万
円 

・
子
育
て
支
援
医
療
費
還
元
高
校
生
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
５
４
万
円 

○
教
育
の
充
実 

・
幼
稚
園
就
園
費
助
成 

２
３
４
万
円 

・
英
語
指
導
助
手 

 
 

７
６
３
万
円 

・
理
科
等
教
育
教
材
整
備
７
８
０
万
円 

○
農
業
の
振
興 

・
担
い
手
セ
ン
タ
ー
補
助
４
０
０
万
円 

・
経
営
体
育
成
交
付
金
１
４
２
５
万
円 

・
水
田
農
業
構
造
改
革
推
進
基
金
交
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
７
５
５
万
円 

・
農
業
基
盤
整
備 

 

８
０
０
０
万
円 

○
林
業
の
振
興 

・
民
有
林
振
興
対
策
事
業
補
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
２
０
０
万
円 

・
林
道
整
備 

 
 
 

７
８
９
３
万
円 

・
町
有
林
造
成
事
業 

４
２
２
５
万
円 

・
山
林
資
源
の
活
用 

 

予
算
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
他
に
役
場
の
組
織
の
機
構

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
で
、
議
会
改
革
、
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
医
療
の
充
実
に
関
す
る
特

別
委
員
会
も
再
度
設
置
さ
れ
、
診
療

所
、
厚
生
病
院
の
改
築
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

■
ま
た
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

は
、
町
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
、
学
校

跡
地
の
再
利
用
に
つ
い
て
、
調
査
し
て

い
く
予
定
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

■
こ
れ
ま
で
の
建
設
計
画(

町
の
将
来

の
予
定
計
画
・
根
拠)

は
、
合
併
前
に

旧
町
で
作
成
さ
れ
た
、
「
町
づ
く
り
建

設
計
画
」
を
単
に
結
合
し
て
、
で
き
た

よ
う
な
も
の
で
し
た
が
、
合
併
を
し
、

４
年
が
過
ぎ
、
整
合
性
が
と
れ
な
く
な

る
将
来
の
財
政
、
時
代
背
景
な
ど
加
味

し
、
新
た
な
、
建
設
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
す
。 

 

※
特
に
、
策
定
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
苦
労
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
事
務
局

が
主
体
と
な
り
す
ぎ
、
行
政
サ
イ
ド
ま

か
せ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
意
見
集
約
さ
れ
た
も
の
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

    



 

野
田
省
一 

施
政
方
針
で
、
適
正
な

将
来
負
担
の
想
定
と
必
要
な
投
資
事

業
の
実
施
を
図
る
た
め
の
財
政
健
全

化
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
適
正
な
将
来
負
担

の
想
定
と
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か 

山
口
町
長 

健
全
化
法
の
数
字
で
、

公
債
費
比
率
が
、
３
カ
年
平
均
で
21

年
度
は
18
％
を
超
え
、
健
全
化
計
画

は
、
規
律
に
基
づ
い
て
行
い
、
こ
れ

か
ら
の
４
年
間
は
、
私
の
公
約
も
含

め
て
、
財
政
を
想
定
し
な
が
ら
、
直

近
の
議
会
で
健
全
化
計
画
の
中
身
を

出
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。 

想
定
の
な
か
で
、
交
付
税
は
、
合
併

15
年
後
は
、
１
つ
の
町
と
し
て
の
合

併
の
算
定
外
が
消
え
段
階
的
に
５
年

間
の
中
で
減
少
さ
れ
多
分
、
１
億
ぐ

ら
い
の
単
位
で
交
付
税
は
減
少
さ
れ

る
と
想
定
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
た
て
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。 

そ
の
基
本
が
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
だ
と
思
っ
て
お
り
、
財
政
も
含
め

て
、
こ
の
条
例
に
規
律
が
網
羅
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

野
田 

何
が
原
因
で
財
政
健
全
化

を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
、
財
政
健
全
化
に
向
か
う
た
め

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
原
因
の
明
示

を
し
て
か
ら
臨
む
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か 

山
口
町
長 

合
併
に
至
っ
た
経
過

は
、
旧
町
と
も
に
財
政
的
背
景
よ

り
、
合
併
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

合
併
だ
け
で
今
後
財
政
が
健
全
化
す

る
こ
と
は
、
大
変
厳
し
い
と
考
え
ま

野田省一の 
後
援
会
討
議
資
料 

氏名 

Ｙ Ｓ Ｎ Ｏ Ｍ Ｋ 野
田 

Ｍ Ｈ Ｙ Ｋ Ｔ Ｋ Ｋ Ｈ Ｔ 

一般質問 

累計回数 
1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 - 
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す
。 そ

こ
で
、
今
回
、
自
立
を
自
分
た

ち
に
据
え
置
い
て
、
行
政
、
議
会
、

町
民
の
皆
さ
ん
方
に
も
、
や
る
べ
き

役
割
も
含
め
て
、
そ
の
根
本
た
る
基

本
は
基
本
条
例
の
作
成
過
程
で
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 野

田 

合
併
し
て
５
年
目
に
入

り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

作
る
時
期
に
財
政
健
全
化
計
画
に
い

た
る
原
因
と
理
由
明
確
に
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い

く
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

山
口
町
長 

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

機
会
あ
る
ご
と
に
、
財
政
の
厳
し
さ

も
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
課
題
解
決

も
私
の
責
任
で
あ
り
、
両
に
ら
み
を

し
な
が
ら
、
町
民
皆
さ
ん
、
団
体
等

も
含
め
、
機
会
を
得
な
が
ら
、
発
言

し
て
い
き
ま
す
。 

野
田 

施
政
方
針
で
、
穂
別
診
療
所

に
つ
い
て
は
安
定
運
営
に
努
め
ま
す

と
あ
り
ま
す
が
、
町
長
と
し
て
、
診

療
所
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
明
言
さ
れ

て
き
た
病
床
再
開
の
月
日
の
目
標
設

定
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
強
い
意
思
が

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
診
療
所
所
長

と
の
意
思
疎
通
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。 

山
口
町
長 

次
の
月
曜
日
に
運
営
委

員
会
に
私
も
出
席
し
ま
す
が
、
一
木

所
長
、
現
場
へ
は
、
運
営
委
員
会
を

通
じ
な
が
ら
、
議
論
も
し
、
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
私
が
直
接
会
わ
な
け

れ
ば
信
頼
関
係
が
無
い
と
は
、
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
４
年
間
の
施
政
方
針
に
安
定

運
営
を
掲
げ
た
こ
と
は
、
今
後
と
も

努
力
を
し
な
が
ら
一
日
も
早
い
入
院

再
開
に
向
け
る
と
い
う
当
然
の
話

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
入
院
再
開
に

最
大
限
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

野
田 

病
床
再
開
で
き
な
い
事
が
判

明
し
て
以
降
、
所
長
と
、
お
会
い
し

て
話
を
し
て
い
な
い
事
か
ら
も
、
町

長
の
強
い
病
床
再
開
の
意
思
が
見
え

な
い
。 

穂
別
地
区
の
町
民
に
と
っ
て
、
最
高

責
任
者
の
再
開
に
対
す
る
強
い
意
思

表
示
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
考
え
が

あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。 

山
口
町
長 

強
い
意
思
は
、
執
行
方

針
に
掲
げ
た
と
い
う
こ
と
で
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
し
、
批
判
を
受
け

な
が
ら
で
も
、
強
い
決
意
で
私
は
臨

ん
で
い
ま
す
。 

今
後
は
、
目
途
が
た
っ
た
と
き
に
、

説
明
会
等
は
必
要
が
あ
れ
ば
、
応
じ

て
考
え
た
い
。 

野
田 

町
長
自
ら
が
協
議
会
に
参
加

し
て
、
内
部
に
向
け
て
で
も
、
目
標

の
月
日
を
定
め
何
と
か
し
よ
う
と
い

う
、
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。 

山
口
町
長 

私
は
２
度
、
約
束
を

破
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
の12

月
で
何
と
か
、
看
護
婦
の

確
保
も
め
ど
を
つ
け
た
い
と
い
っ
た

発
言
、
今
回
の
病
床
再
開
、
私
は
、

３
度
あ
っ
て
は
大
変
な
こ
と
と
自
分

の
心
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ん
で
い

ま
す
。 

入
院
再
開
に
最
大
限
の
努
力
集
中
す

る
こ
と
が
今
私
に
課
せ
ら
れ
た
、
い

わ
ば
信
頼
の
回
復
す
る
唯
一
の
手
だ

て
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

健
全
化
計
画
は
国
の
法
律
で
、

簡
単
に
言
え
ば
、
借
金
の
返
済

額
が
収
入
に
対
し
て
割
合
が
多

く
な
る
と
、
健
全
化
を
図
り
な

さ
い
と
い
う
法
律
で
、
わ
が
町

も
健
全
化
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
借
金
の
割
合
に
、
な
り
つ
つ

あ
る
状
況
で
す
。
今
回
は
、
町

長
が
改
選
さ
れ
た
後
の
町
長
の

４
年
間
町
の
方
向
を
示
す
、
施

政
方
針
が
だ
さ
れ
、
そ
の
中
で

健
全
化
を
図
る
こ
と
が
明
言
さ

れ
、
そ
の
原
因
は
明
確
に
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
町
民
に
も
痛
み

は
あ
る
事
で
も
あ
り
、
原
因
を

明
ら
か
に
し
て
、
反
省
し
今
後

の
糧
に
す
べ
き
と
お
も
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か 

 
 
 
 

せ
願
い
ま
す
。 

 

 

実
は
、
こ
の
質
問
を
す
る
数
週

間
前
に
、
非
公
式
会
議
で
、
町
長

に
同
様
の
質
問
を
し
た
と
き
に

は
、
診
療
所
所
長
と
お
会
い
し
た

主
旨
の
答
弁
で
し
た
の
で
、
後
日

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
で

会
っ
た
と
の
事
で
し
た
。
「
が
っ

か
り
し
ま
し
た
」
穂
別
の
町
民
感

情
か
ら
す
れ
ば
病
床
再
開
が
予
定

通
り
で
き
な
く
な
っ
た
時
点
で
、

診
療
所
サ
イ
ド
ど
十
分
な
打
ち
合

わ
せ
等
が
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
事
案
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
質
問
後
に
、
町
長
も
参
加
す

る
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る
日
程
が

入
っ
た
よ
う
で
す
が
、
町
長
と
町

民
の
、
病
床
再
開
に
た
い
す
る
事

の
重
み
、
温
度
差
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
問
題
は 

 
 

 
 
 

注
目
し
て
い
き
ま
す
。 

一般質問の今期から累計回数です。 


